
Moodle,LaTeX,Rを使用した授業 

砺波高等学校 東海直樹 



砺波高校の紹介 

• 1学年普通科5クラス 

• 1年次に家庭，2年次に情報を履修する。 

• 現在は2年文系2クラスが「社会と情報」

理系3クラスが「情報の科学」を履修する。 

 

http://www.tonami-h.tym.ed.jp/


Moodleを使用した授業 

• 自前のMoodleがないので，富山大学の黒
田教授に依頼し，大学のMoodleを使用さ
せていただくことにした。 

 



フォーラムでの数式入力 

 



Moodleでの小テスト作成 

• 富山大学が公開している，Wordから小テ
ストを作成するツールを使用して，生徒
が情報モラルに関する小テストを作った。 

• 小テストを受験し，問題を相互評価した。 

 

http://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/tool/
http://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/tool/
http://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/tool/


LaTeXを使用した授業 

• Moodleで数式を用いたコミュニケーショ
ンをするためにTeXの文法を学習したので，
それを発展させてLaTeXで文書を作成する
実習を行った。 

 

• いくつかの大学で公開されているLaTeXの
基本操作テキストを参考に，オリジナル
のテキストを作成して使用した。 



LaTeXを使用した授業 

• 作品制作として，手書きの数学プリント
を電子化する作業を行った。 

 

• ある程度は電子化できたが，手書き特有
の表現をLaTeXで表現することが困難なも
のがあり，時間内に完成に至らないもの
が見られた。 



LaTeX生徒作品例 

 



Rを使用した授業 

• LaTeXの高校生向け事例を探していると，
プログラミングの授業でRを使用すること
のメリットについて述べてある論文を見
つけた。（奥村晴彦，2010） 

 

• 大阪大の院生がTAとして学部生向けの講
義に使用したスライドが公開されていた
ので，そのまま授業で使用した。 

https://oku.edu.mie-u.ac.jp/~okumura/SSS2010.pdf
https://www.library.osaka-u.ac.jp/doc/TA_20160715_R.pdf
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Rを使用した授業 

• スライドでRの基本操作を学んだのち，
2016年 大学入試センター試験 本試験 
数学Ⅰ・数学Ａ第２問 [2] [3] の散布図
や箱ひげ図の作成実習を行った。 

• センター散布図   Rで作った散布図 

http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html
http://www.dnc.ac.jp/data/shiken_jouhou/h28/jisshikekka/H28honshi_mondai.html


生徒の感想：Moodle 

• たくさんの人とのつながりでアイデアを出し

合い共有しあえることが出来たのでよかった。 

• とてもやりやすく情報の授業らしいよいシス

テムだと思った。自分たちの提出した課題を

Moodle を使って自分たちで評価できる、と

いった流れをスムーズに生み出すことができ

ていて、自分たちで授業を作り上げていると

いう高揚感を感じた。 



生徒の感想：LaTeX 

• cosθ、分数、ｎ乗などいろいろな決まりごと
があって大変でした。間違いを友達と確認し
あったりして協力して数学プリントを作るこ
とができました。 

• 最初は何を打ったらどのような文が書けるの
か全然わかりませんでした。全角や半角、
かっこの大きさで何度もエラーになりとても
イライラしました。だけど、ベクトルやシグ
マなどの難しい数式を書けたときは楽しさと
達成感を感じました。 



生徒の感想：R 

• 思っていたよりも簡単で、基本操作は紙を見
ればわかることばかりで楽しかったです。
たった一文の命令で、膨大な量のデータを瞬
間にまとめられたり、たくさんの種類のグラ
フで表せることがすごいと思いました。 

• データを入れれば簡単に散布図や箱ひげ図な
どが作れるのはすごく便利だなと思いました。
こういったソフトを使ってきちんと統計をと
り、データを正確に読み取ることを大切にし
たいと思いました。 



授業担当者の自己評価 

• Moodle：初めて生徒に小テストの作成を
させた。アイデアを出し合い，評価する
など，主体的・対話的な学習が行われた。 

• LaTeX：自前のテキストの内容が盛りだく
さんすぎた。高校数学の内容に限定した
テキストを作成したい。 

• R：箱ひげ図や散布図が簡単にできるので
好評だった。他の言語との違いを考えさ
せる場面も取り入れたい。 



2017（平成29）年度の取り組み 

• LaTeX，Rともに，綴りの誤りや，1バイ
ト，2バイト文字の誤りが多く，それにな
かなか気づけない生徒がいた。 

 

• そこで，JavaScriptのプログラミングを，
無料サイトProgateを利用して自己学習し
ている。生徒同士が教え合ってレッスン
を進めている。 

https://prog-8.com/


2018（平成30）年度より 

• 次期学習指導要領の動向を考慮して， 

文系・理系とも「情報の科学」を履修し

ます。 

 

 

Moodle,LaTeX,Rを使用した授業 –END- 

 


